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１
一
は
じ
め
に

　
「
関
内
地
区
と
横
浜
駅
周
辺
地
区
と
に
分
か
れ
た

都
心
部
を
一
体
化
し
、
都
心
機
能
の
充
実
を
図
る
」

あ
る
い
は
「
市
外
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
が
多
い
た

め
昼
間
人
口
が
少
な
い
、
と
い
う
本
市
の
都
市
構
造

の
歪
み
を
是
正
す
る
」
…
こ
れ
ら
は
、
み
な
と
み

ら
い
2
1
事
業
の
背
景
説
明
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い
決

ま
り
文
句
で
あ
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
事

柄
だ
。
し
か
し
、
な
ぜ
横
浜
の
都
心
部
は
二
分
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
分
さ
れ
た
状
態
が
、
な
ぜ

近
年
ま
で
放
置
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

人
口
三
百
四
十
万
、
東
京
に
次
ぐ
日
本
第
二
の
都
市

と
言
い
な
が
ら
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
甘
ん
じ
て
い
る

の
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
な
の
か
。
お
そ
ら
く
、
人
口

三
百
万
人
以
上
で
昼
間
人
口
の
方
が
少
な
い
都
市
と

い
う
の
は
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
だ
ろ
う
。
だ
と
し

た
ら
、
そ
こ
に
は
、
横
浜
だ
け
に
し
か
見
ら
れ
な
い
、

特
殊
な
理
由
が
存
在
す
る
は
ず
で
は
な
い
か
。

　
い
つ
だ
っ
た
か
、
海
外
か
ら
の
視
察
の
応
対
を
し

た
と
き
、
「
横
浜
の
歴
史
に
つ
い
て
、
安
政
の
開
港

か
ら
簡
単
に
説
明
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
思
っ
た
。
今

の
大
桟
橋
に
近
い
、
い
わ
ゆ
る
〝
象
の
鼻
〟
で
港
を

開
い
た
こ
と
や
、
明
治
に
な
っ
て
東
京
と
の
間
に
汽

車
が
走
っ
た
こ
と
か
ら
始
め
て
、
関
東
大
震
災
、
第

二
次
世
界
大
戦
な
ど
、
少
な
い
知
識
を
動
員
し
て
一

通
り
話
し
て
か
ら
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
の
説
明
に
入
っ

た
の
だ
っ
た
。

　
あ
っ
、
い
つ
も
よ
り
「
よ
く
わ
か
る
」
よ
う
な
気

が
す
る
…
と
思
っ
た
。
安
政
六
年
か
ら
二
十
一
世

紀
ま
で
、
舞
台
の
上
で
通
し
て
し
ゃ
べ
っ
て
み
て
、

予
備
知
識
ゼ
ロ
の
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
話
し
て
み

て
、
初
め
て
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
の
だ
っ
た
。
み
な

と
み
ら
い
2
1
の
背
景
は
、
幕
末
の
横
浜
開
港
前
夜
ま

で
糊
る
、
と
い
う
話
を
以
下
に
述
べ
て
み
る
。

２
一
安
政
六
年
、
横
浜
開
港

　
東
京
湾
の
海
上
交
通
に
つ
い
て
、
記
録
に
現
れ
る

の
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
現
在
の
市

域
の
中
で
は
、
神
奈
川
湊
（
現
・
神
奈
川
区
）
と
六

浦
湊
（
現
・
金
沢
区
）
が
名
高
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
「
お
そ
ら
く
は
む
か
し
か
ら
海
流
、
海
風
、
船
の

係
留
条
件
の
よ
さ
、
物
資
・
人
の
集
散
性
と
い
っ
た
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
揃
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、

横
浜
開
港
資
料
館
の
故
・
阿
部
征
寛
氏
は
指
摘
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
に
至
る
本
市
の
街
づ
く
り

の
基
本
的
部
分
を
決
定
づ
け
て
も
い
る
。

　
さ
て
、
時
は
流
れ
て
江
戸
時
代
、
世
界
史
に
目
を

転
ず
る
と
、
一
八
四
二
年
、
阿
片
戦
争
が
終
結
し
、

イ
ギ
リ
ス
と
清
朝
政
府
は
南
京
条
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
頃
、
日
本
は
鎖
国
状
態
に
あ
っ
た
が
、
江
戸
幕

府
は
阿
片
戦
争
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
た
。

幕
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
が
圧
倒
的
戦
力
を
有
す
る

こ
と
や
、
海
上
輸
送
に
よ
っ
て
大
量
な
消
費
を
賄
っ

て
い
る
大
都
市
・
江
戸
は
、
江
戸
湾
の
入
り
口
（
観

音
崎
付
近
）
を
封
鎖
さ
れ
た
ら
降
伏
す
る
し
か
な
い

こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
東
進
を
太
平
洋
の
手
前
で
く
い
止
め
る
た

め
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
先
に
日
本
に
進
出
拠
点
を
築

く
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
友

好
的
に
話
し
合
い
を
望
む
限
り
、
日
米
の
利
害
が
一

致
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

　
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
、
日
米
和
親
条
約
の
締

結
場
所
と
し
て
、
一
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
横
浜
村

が
選
ば
れ
た
。
そ
の
前
年
に
浦
賀
沖
に
や
っ
て
来
た

ペ
リ
ー
は
、
今
回
、
よ
り
江
戸
に
近
い
場
所
で
の
交

渉
を
要
求
し
た
。
浦
賀
と
江
戸
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置

し
、
米
艦
隊
が
近
寄
れ
る
水
深
を
持
つ
の
が
、
横
浜

だ
っ
た
。
ペ
リ
ー
が
西
洋
文
明
と
と
も
に
現
れ
た
横

浜
村
は
、
歴
史
の
舞
台
に
い
き
な
り
主
役
で
デ
ビ
ュ
ー

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
列
強
の
艦
隊
に
対
抗

す
る
軍
艦
の
建
造
の
た
め
の
造
船
所
が
横
浜
に
設
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
幹
部
が
、
視
察
な

ど
で
何
度
も
横
浜
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
、
初
代
ア
メ
リ
カ
総
領

事
ハ
リ
ス
が
、
下
田
に
赴
任
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
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と
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史
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日
本
と
通
商
条
約
を
結
ぶ
こ
と
。
そ
の
核
心
は
、
開

港
場
に
お
け
る
自
由
貿
易
で
あ
っ
た
。
当
初
ア
メ
リ

カ
側
は
江
戸
・
大
坂
な
ど
十
都
市
を
開
港
場
と
す
る

こ
と
を
提
案
し
、
こ
れ
に
反
対
す
る
幕
府
と
の
交
渉

は
難
航
し
た
。
江
戸
幕
府
は
、
外
国
船
が
直
接
江
戸

に
入
る
こ
と
を
避
け
た
い
意
図
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

大
坂
は
京
都
の
朝
廷
に
近
す
ぎ
る
し
、
大
坂
を
開
港

す
る
こ
と
は
、
富
が
大
坂
に
集
中
し
て
江
戸
が
衰
退

す
る
恐
れ
も
あ
る
と
考
え
た
。

　
神
奈
川
湊
は
、
鎌
倉
幕
府
の
貿
易
港
で
あ
っ
た
六

浦
湊
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
種
々
の
条
件
に
恵
ま

れ
た
良
港
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
栄
え
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
は
陸
路
の
幹
線
と
し
て
東
海
道
が
整
備

さ
れ
、
神
奈
川
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
、
日

本
橋
か
ら
品
川
、
川
崎
に
続
く
宿
場
町
と
な
り
、
江

戸
に
直
結
す
る
地
の
利
を
得
た
。
神
奈
川
宿
は
、
江

戸
を
出
た
将
軍
の
行
列
が
最
初
に
泊
ま
る
宿
場
で
あ

り
、
将
軍
の
宿
泊
施
設
と
し
て
神
奈
川
御
殿
が
設
置

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
は
参
勤
交
代
制
度
の
確
立

に
よ
っ
て
武
家
の
人
口
が
増
加
し
、
大
量
の
物
資
を

消
費
す
る
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
た
め
、
六
浦

湊
の
衰
退
と
は
対
照
的
に
、
海
陸
交
通
の
要
所
と
な
っ

た
神
奈
川
湊
は
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
、
活
性
化
し

た
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
神
奈
川
宿
の
人
口
は
五

千
人
を
超
え
、
保
土
ケ
谷
・
戸
塚
の
約
二
倍
で
、
東

海
道
で
も
有
数
の
規
模
を
誇
る
宿
場
で
あ
っ
た
。

　
当
時
ア
メ
リ
カ
側
で
も
、
江
戸
に
近
く
経
済
的
に

繁
栄
し
た
都
市
と
し
て
、
神
奈
川
を
認
識
し
て
い
た
。

そ
こ
で
幕
府
は
開
港
場
と
し
て
神
奈
川
を
強
く
推
し

た
が
、
こ
の
時
点
で
は
あ
く
ま
で
も
「
神
奈
川
開
港
」

で
あ
っ
て
「
横
浜
開
港
」
で
は
な
か
っ
た
。

　
結
局
、
交
渉
は
箱
館
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
長
崎
、

新
潟
に
港
を
開
く
こ
と
で
決
着
し
、
安
政
五
年
二

八
五
八
）
、
条
約
締
結
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
う
ち
、

ハ
リ
ス
が
望
ん
だ
の
は
箱
館
と
長
崎
だ
け
で
、
他
の

三
か
所
は
幕
府
の
提
案
で
あ
る
。
神
奈
川
開
港
は
、

安
政
六
年
六
月
二
日
（
一
八
五
九
年
七
月
一
日
）
と

さ
れ
た
。
幕
府
は
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
開
港
場
の

建
設
に
着
手
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
神
奈
川
と
横
浜
は
、
直
線
で
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
。
神
奈
川
は
帷
子
川
の
河
口
に
あ
り
、
横
浜

は
大
岡
川
の
河
口
に
位
置
す
る
。
東
海
道
は
、
江
戸

か
ら
海
沿
い
に
南
下
し
、
神
奈
川
で
江
戸
湾
に
別
れ

を
告
げ
て
、
内
陸
の
保
土
ヶ
谷
方
面
に
向
か
う
。
神

奈
川
宿
か
ら
、
別
れ
を
惜
し
む
よ
う
に
江
戸
湾
に
視

線
を
向
け
る
と
、
目
に
入
っ
て
く
る
人
煙
希
薄
な
漁

村
が
、
横
浜
村
で
あ
っ
た
。

　
か
つ
て
の
大
岡
川
は
、
現
在
の
南
区
蒔
田
公
園
付

近
で
、
洲
乾
湊
と
呼
ば
れ
る
広
い
入
り
江
に
注
い
で

お
り
、
洲
乾
湊
が
江
戸
湾
に
接
す
る
部
分
に
、
石
川

郷
の
台
地
か
ら
横
に
長
く
突
き
出
た
砂
浜
が
、
元
々

の
横
浜
で
あ
っ
た
。
洲
乾
湊
は
、
明
暦
二
年
（
二
八

五
六
）
の
吉
田
新
田
着
手
か
ら
、
弘
化
四
年
（
一
八

四
七
）
太
田
屋
新
田
着
手
ま
で
、
埋
立
事
業
が
進
め

ら
れ
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
水
路
が
野
毛
浦
か
ら
江
戸

湾
に
注
ぐ
形
で
幕
末
を
迎
え
て
い
た
。

　
さ
て
、
再
び
故
・
阿
部
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
通

商
条
約
交
渉
に
先
立
つ
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、

勝
海
舟
が
作
成
し
た
地
図
に
は
、
神
奈
川
宿
と
横
浜

村
を
結
ぶ
線
上
に
「
船
舶
投
錨
地
」
と
の
記
載
が
あ

る
と
い
う
。
こ
の
記
載
に
つ
い
て
故
・
阿
部
氏
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
横
浜
開
港
場
決
定
の
歴
史
に
照
ら
す

と
、
少
し
早
す
ぎ
る
」
と
し
な
が
ら
も
「
公
的
に
表

面
化
し
な
い
段
階
の
、
開
港
志
向
の
人
び
と
の
動
き

を
伝
え
る
も
の
と
す
れ
ば
、
納
得
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
」
と
し
て
、
「
日
本
開
港
を
明
確
に
推
進
し
よ

一
　
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
連
載
①
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅
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う
と
し
た
者
が
、
幕
府
に
よ
る
軍
事
を
包
摂
し
た
積

極
的
な
貿
易
体
制
を
、
横
浜
を
中
心
に
形
成
し
よ
う

と
し
た
」
動
き
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
通

商
条
約
全
権
委
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
岩
瀬
忠
震
の

「
横
浜
開
港
」
を
主
張
し
た
上
申
書
は
、
安
政
四
年

二
八
五
七
）
暮
れ
に
老
中
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
重
大
事
を
上
申
す
る
以
上
は
、
事
前
に

か
な
り
の
検
討
が
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

　
「
神
奈
川
開
港
」
の
実
現
に
あ
た
り
、
東
海
道
の

神
奈
川
宿
を
避
け
て
、
辺
鄙
で
人
煙
希
薄
な
横
浜
村

を
開
く
と
い
う
幕
府
の
方
針
は
、
修
好
通
商
条
約
締

結
直
後
の
安
政
五
年
夏
ご
ろ
に
は
決
ま
っ
て
い
た
と

い
う
。
錨
地
と
し
て
優
れ
て
お
り
、
舟
運
の
便
が
よ

い
こ
と
の
ほ
か
に
、
人
煙
希
薄
で
あ
る
こ
と
自
体
が

横
浜
村
の
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
開
港

と
な
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
建
設
の
た
め
に
広

い
土
地
が
必
要
だ
か
ら
、
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に

図―１　東海道分間絵図（横浜市歴史博物館所蔵）

　江戸時代、神奈川宿の様子。前面の海上に舟が描か

れ、神奈川湊と共に栄えていたことがうかがえる。

図―２　安政六巳未春三月横浜開港見分図（横浜市中

　　　　央図書館所蔵）

　吉田新田、平沼新田等の埋立が終わった幕末の横浜。

横浜と神奈川は、野毛の丘によって分断されていたこ

とがよく分かる。

図―３　横浜海岸図絵（横浜市歴史博物館所蔵）

　開港場横浜の様子を神奈川から眺めるという構図は

当時の人々の一般的視点。図左下には、神奈川宿から

望遠鏡で横浜を見ている人物が描かれている。
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３
一
開
港
場
と
居
留
地

は
軍
事
的
な
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
洋
学

者
・
佐
久
間
象
山
は
、
横
浜
の
造
船
所
で
水
戸
藩
が

旭
日
丸
を
建
造
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
「
攻
守
の

便
」
か
ら
「
横
浜
等
」
に
開
港
場
を
、
と
主
張
し
た

と
言
う
。
ま
た
、
市
内
の
中
学
生
向
け
副
読
本
『
横

浜
の
歴
史
（
平
成
十
年
度
版
）
」
（
横
浜
市
教
育
委
員

会
発
行
）
で
は
、
大
老
・
井
伊
直
弼
も
「
東
海
道
か

ら
は
野
毛
山
と
海
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
離
れ
島
の
よ

う
な
横
浜
の
地
形
は
、
ち
ょ
う
ど
長
崎
の
出
島
の
よ

う
に
、
外
国
人
を
日
本
人
と
分
離
す
る
の
に
都
合
が

よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
横
浜
開
港
の
幕
府
の
方
針
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ

側
は
東
海
道
神
奈
川
宿
を
強
く
主
張
し
た
。
も
と
も

と
ア
メ
リ
カ
側
は
、
江
戸
や
品
川
の
開
港
を
求
め
て

い
た
の
を
譲
歩
し
て
、
神
奈
川
開
港
で
条
約
を
結
ん

だ
の
だ
か
ら
、
さ
ら
に
江
戸
か
ら
遠
ざ
か
る
辺
鄙
な

横
浜
で
は
妥
協
は
難
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
安
政
六

年
二
月
、
幕
府
は
条
約
に
定
め
た
開
港
期
日
を
心
配

し
、
横
浜
は
神
奈
川
に
含
ま
れ
る
と
い
う
強
引
な
解

釈
に
よ
っ
て
、
独
断
で
横
浜
の
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。

六
月
二
日
の
開
港
ま
で
あ
と
四
か
月
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
横
浜
は
、
貿
易
が
軌
道
に
乗
る
よ
り
も
先

に
、
建
設
に
従
事
す
る
労
働
者
で
賑
わ
い
、
そ
の
需

要
に
応
じ
て
食
料
品
や
娯
楽
を
提
供
す
る
店
が
集
ま
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
神
奈
川
宿
で
は
飯
盛
女
・
夜
見

世
商
人
・
稽
古
三
味
線
な
ど
賑
や
か
な
こ
と
が
禁
止

さ
れ
た
。
神
奈
川
宿
を
淋
し
く
さ
せ
て
、
外
国
人
の

気
を
横
浜
に
引
く
た
め
だ
と
い
う
。
幕
府
に
よ
っ
て
、

横
浜
開
港
は
強
引
に
進
め
ら
れ
た
。
ハ
リ
ス
は
、
神

奈
川
宿
の
一
角
に
あ
る
本
覚
寺
に
領
事
館
を
設
け
た

が
、
横
浜
建
設
が
進
み
、
貿
易
が
始
ま
る
現
実
を
、

如
何
と
も
し
が
た
か
っ
た
。

　
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
外
国
と
の
貿
易
が
始
ま
っ

た
。
条
約
で
は
、
貿
易
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
外
国

人
の
「
逗
留
」
す
な
わ
ち
一
時
的
滞
在
を
認
め
る

「
開
市
場
」
と
し
て
江
戸
と
大
坂
を
、
外
国
人
の

「
居
留
」
を
認
め
る
「
開
港
場
」
と
し
て
箱
館
、
神

奈
川
（
横
浜
）
、
兵
庫
（
神
戸
）
、
長
崎
、
新
潟
を
定

め
た
。
居
住
と
営
業
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
開
港
場

に
限
ら
れ
、
土
地
所
有
は
認
め
ら
れ
ず
、
外
国
人
に

は
土
地
は
貸
与
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
居
留
地
で
あ
る
。

　
開
港
半
年
前
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
　
一
月
、

幕
府
は
ま
ず
、
日
本
人
の
開
港
場
へ
の
出
稼
ぎ
や
移

住
を
許
可
し
、
二
月
か
ら
横
浜
建
設
に
着
手
し
た
。

「
横
浜
」
の
名
が
由
来
す
る
と
い
う
横
に
長
い
砂
州

の
中
央
あ
た
り
に
海
に
面
し
て
波
止
場
が
造
ら
れ
、

そ
の
西
側
の
砂
地
は
日
本
人
居
住
区
、
東
側
の
畑
地

は
外
国
人
居
留
地
と
さ
れ
た
。
現
在
の
山
下
町
の
あ

た
り
で
あ
る
。
当
時
の
居
留
地
の
区
画
番
号
が
、
現

在
の
山
下
町
の
地
番
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
区
画
は
幕
府
が
作
り
、

道
路
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
っ
た
上
で
、
土
地
は
幕

府
か
ら
外
国
商
人
に
貸
し
出
す
こ
と
と
し
た
。
言
わ

ば
、
幕
府
施
行
に
よ
る
区
画
整
理
で
あ
り
、
幕
府
は

こ
の
事
業
に
九
万
両
の
予
算
を
投
入
し
た
。

　
居
留
地
と
さ
れ
た
地
区
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
山

手
の
麓
に
移
住
さ
せ
ら
れ
、
居
留
地
と
の
境
界
に
は
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
、
中
村
川
の
下
流
に
堀
川

が
幕
府
の
手
で
開
削
さ
れ
た
。
堀
川
の
南
側
が
元
町

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
居
留
地
を
含
む
横
浜
の
街
は
、

大
岡
川
、
堀
川
、
そ
し
て
海
に
よ
っ
て
、
周
囲
を
水

に
囲
ま
れ
た
。
運
河
を
渡
っ
て
こ
こ
へ
入
る
吉
田
橋

や
前
田
橋
に
は
、
関
門
が
置
か
れ
た
。
関
門
の
内
側

が
「
関
内
」
で
あ
り
、
外
側
が
「
関
外
」
で
あ
る
。

　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
な
る
と
、
横
浜
居
留

地
に
や
っ
て
き
た
外
国
人
商
人
は
、
い
よ
い
よ
商
館

の
本
建
築
に
取
り
掛
か
り
、
本
格
的
な
居
留
地
建
設

が
始
ま
っ
た
。
文
久
元
年
（
一
八
六
こ
に
は
早
く

も
渡
来
商
人
の
増
加
の
た
め
に
居
留
地
の
拡
張
が
行

わ
れ
た
。
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
関
内
の
街
は
、
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
、
大
火
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
る
。
し
か
し
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
機
会
に

残
さ
れ
た
沼
地
の
埋
め
立
て
な
ど
、
整
備
は
進
ん
だ
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
、
山
手
が
居
留
地
に

加
え
ら
れ
た
。

　
内
外
の
商
人
が
集
ま
っ
て
、
関
内
は
活
気
が
溢
れ

た
。
関
外
に
も
職
人
や
労
働
者
が
集
ま
っ
て
、
現
在

の
野
毛
や
伊
勢
佐
木
町
あ
た
り
の
町
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
。
活
気
の
中
心
は
、
も
ち
ろ
ん
居
留
地

で
、
商
人
の
ほ
か
に
も
医
者
や
建
築
土
木
技
師
な
ど

の
専
門
技
術
者
が
来
日
し
た
。
い
わ
ば
、
西
洋
が
丸

ご
と
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。

　
居
留
地
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
経
済
的
・
文
化
的

侵
略
を
合
法
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
開
港

は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
江
戸
幕
府
は
、
江
戸
の
近
郊
に
あ
っ
て
良
港

と
な
る
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
、
な
お
か
つ
事
実
上

占
領
状
態
に
さ
れ
て
も
差
し
支
え
の
な
い
場
所
と
し

て
横
浜
を
選
ん
だ
。
こ
う
し
た
思
惑
と
は
別
に
、
国

内
の
倒
幕
運
動
に
よ
っ
て
幕
府
は
追
い
詰
め
ら
れ
て

い
く
の
だ
が
、
明
治
維
新
（
一
八
六
八
）
以
後
も
、

首
都
東
京
に
と
っ
て
、
開
港
場
横
浜
の
持
つ
意
味
は

基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
居
留
地
制
度
は
、
条
約
が
改
正
さ
れ
る
明
治
三
十

二
年
（
一
八
九
九
）
ま
で
、
四
十
年
間
続
い
た
。

■
図
―
４
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４
一
横
浜
駅
の
変
遷

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
初
代
横
浜
駅
は
、
現

在
の
桜
木
町
駅
の
場
所
に
開
業
し
た
。
開
港
場
横
浜

と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
首
都
東
京
と
を
結
ぶ
、
日
本
初

の
鉄
道
の
開
通
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
駅
は
や
が
て

「
横
浜
」
の
名
を
失
う
運
命
に
あ
っ
た
。

　
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
こ
の
年
は
「
横

浜
市
」
が
誕
生
し
た
年
で
も
あ
る
が
、
東
京
・
神
戸

間
に
東
海
道
本
線
が
全
通
し
た
。
そ
の
頃
、
東
京
か

ら
出
発
し
た
列
車
は
、
初
代
横
浜
駅
に
ま
で
入
り
込

み
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
し
て
保
土
ヶ
谷
方
面
に
向
か
っ

て
い
た
。
開
港
場
横
浜
は
、
も
と
も
と
東
海
道
か
ら

外
れ
た
辺
鄙
な
場
所
だ
っ
た
の
で
、
真
っ
す
ぐ
に
つ

な
ぐ
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　
日
清
戦
争
後
の
日
本
経
済
の
発
展
は
、
鉄
道
輸
送

能
力
の
増
強
を
要
請
し
た
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八

九
六
）
、
東
京
・
横
浜
間
と
東
京
・
神
戸
間
の
線
路

表―１　関内地区・横浜駅周辺地区２分のあゆみ

を
分
離
し
、
東
海
道
線
の
箱
根
以
西
へ
の
列
車
は
横

浜
駅
へ
迂
回
さ
せ
ず
、
旧
東
海
道
の
道
筋
ど
お
り
に

神
奈
川
か
ら
保
土
ヶ
谷
に
直
通
さ
せ
る
案
が
登
場
し
、

横
浜
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）
、
神
奈
川
・
保
土
ヶ
谷
直
行
路
線
が
決

定
さ
れ
た
。

　
日
露
戦
争
後
に
は
、
都
市
化
、
工
業
化
を
背
景
に
、

京
浜
間
の
鉄
道
輸
送
量
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
こ

で
、
神
奈
川
・
保
土
ヶ
谷
直
行
路
線
と
初
代
横
浜
駅

へ
の
線
と
の
連
絡
改
善
の
た
め
、
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
必
要
と
し
な
い
現
在

の
高
島
町
付
近
に
二
代
目
横
浜
駅
が
造
ら
れ
、
初
代

横
浜
駅
は
桜
木
町
駅
に
名
を
変
え
た
。
二
代
目
横
浜

駅
は
煉
瓦
造
り
で
、
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
東
京
駅

と
好
一
対
を
な
す
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
駅
舎
で
あ
っ
た
が
、

完
成
後
十
年
を
待
た
ず
に
関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
た
。

そ
の
後
、
震
災
復
興
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
は
、
現
在
の
横
浜
駅
の
場
所
に
三

■図―６

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
連
載
①
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅

代
目
横
浜
駅
が
開
業
す
る
。
そ
の
場
所
は
、
結
果
的

に
、
開
港
場
横
浜
よ
り
も
か
つ
て
の
東
海
道
神
奈
川

宿
に
近
い
場
所
で
あ
っ
た
。

　
欧
米
列
強
の
脅
威
に
怯
え
た
江
戸
幕
府
が
、
「
神

奈
川
開
港
」
を
強
引
に
（
あ
る
い
は
巧
み
に
）
「
横

浜
開
港
」
に
す
り
替
え
た
こ
と
は
、
そ
の
当
時
の
歴

史
的
必
然
で
あ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
か
ら
脱
し
て

欧
米
列
強
と
肩
を
並
べ
よ
う
と
猛
進
す
る
軍
国
日
本

に
と
っ
て
は
、
開
港
場
横
浜
を
素
通
り
し
て
東
海
道

を
直
進
す
る
鉄
道
こ
そ
が
必
然
で
あ
っ
た
。

　
関
東
大
震
災
後
、
京
浜
地
区
の
都
市
化
が
一
段
と

進
み
、
郊
外
の
住
宅
地
が
開
発
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

私
鉄
が
続
々
と
建
設
さ
れ
た
。
三
代
目
横
浜
駅
に
は
、

昭
和
初
期
に
、
現
在
の
京
浜
急
行
線
、
東
横
線
、
相

鉄
線
の
前
身
と
な
る
私
鉄
が
次
々
と
乗
り
入
れ
、
一

大
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
発
展
し
た
。
（
以
下
次
号
）

<
都
市
計
画
局
み
な
と
み
ら
い
2
1
推
進
部
計
画
推
進

課
担
当
係
長
>

■写真―１

■
図
―
５

図―４　御開港横浜之全図（横浜開港資料館所蔵）

　57ページの図―２から６年経った慶応元（1865）

年の開港場発展の様子。

図―５　横浜商館並二弁天橋図（横浜開港資料館所蔵）

　初代横浜（現桜木町）駅は、開港場の玄関口に位置し

ていたことが分かる。

図―６　第―大区横浜全図（横浜開港資料館所蔵）

　波止場を中心とした関内地区の発展の様子や、開港場

横浜と首都東京とを直結させようとしていた鉄道建設の

意図が一目で分かる。

写真―１　二代目横浜駅（横浜開港資料館所蔵）

　大正時代、わずか８年の短命に終わったレンガ造りの

駅舎。
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